
一橋論叢 第127巻第2号 平成14年（2002年） 2月号　（112〕

橋
大
学
名
誉
教
授

長
島

一
言
イ

一
九
三
七
年
一
月
二
日
　
長
島
森
之
輔
・
雪
子
の
七
子
、
三
男
と
し
て
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
・
日
本
橋
区
小
舟
町
に
生
ま
れ
る

一
九
四
三
年
四
月
　
日
本
橋
区
立
東
華
国
民
小
学
校
入
学

一
九
四
五
年
三
月
－
五
月
埼
玉
県
入
間
郡
高
麗
川
村
永
源
寺
へ
集
団
疎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
。

　
　
　
　
一
一
月

一
九
四
九
年
三
月

　
　
　
　
四
月

一
九
五
二
年
三
月

　
　
　
　
四
月

一
九
五
五
年
三
月

一
九
五
六
年
四
月

一
九
五
七
年
九
月

同
右
再
疎
開

中
央
区
立
東
華
小
学
校
卒
業

中
央
区
立
久
松
中
学
校
入
学

同
右
卒
業

東
京
都
立
小
石
川
高
等
学
校
入
学

同
右
卒
業

東
京
大
学
理
科
二
類
入
学

同
大
学
教
養
学
部
教
養
学
科
文
化
人
類
学
分
科
進
学

ム弓

年
譜

一
九
六
〇
年
三
月

　
　
　
　
四
月

一
九
六
二
年
三
月

　
　
　
　
四
月

　
　
　
　
九
月

一
九
六
五
年
三
月

　
　
　
　
四
月

　
　
　
　
八
月

　
　
　
　
九
月

一
九
六
六
年
七
月

同
右
卒
業

東
京
大
学
大
学
院
生
物
系
研
究
科
修
土
課
程
入
学

（
文
化
人
類
学
専
攻
一

同
右
卒
業
（
文
学
修
士
取
得
）

東
京
大
学
大
学
院
生
物
系
研
究
科
博
士
課
程
入
学

（
文
化
人
類
学
専
攻
一

国
際
基
督
教
大
学
社
会
学
人
類
学
科
非
常
勤
助
手

同
右
単
位
取
得
退
学

国
際
基
督
教
大
学
教
養
学
部
助
手

同
右
退
職

オ
ッ
ク
ス
ォ
ー
ド
大
学
大
学
院
デ
ィ
プ
ロ
マ
課
程
入

学
一
社
会
人
類
学
専
攻
・
エ
ク
セ
タ
ー
コ
レ
ッ
ジ
所

属
・
英
国
政
府
奨
学
生
）

同
右
卒
業
（
デ
ィ
プ
ロ
マ
取
得
）

ロ
ン
ド
ン
大
学
社
会
学
部
日
本
社
会
学
科
臨
時
研
究
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（113）　一橋大学名誉教授長島信弘年譜

十九
月月

一
九
六
八
年
六
月

　
　
　
　
八
月

一
九
六
九
年
五
月

一
九
七
〇
年
八
月

　
　
　
　
一
一
月

一
九
七
一
年
十
月

一
九
七
二
年
四
月

一
九
七
三
年
四
月

　
　
　
　
十
月

一
九
七
七
年
四
月

一
九
七
九
年
四
月

一
九
八
O
年
四
月

助
手
＾
R
・
ド
ー
ア
研
究
室
一

同
退
職

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
大
学
院
社
会
人
類
学
研
究

科
甲
＝
暮
課
程
入
学
（
セ
ン
ト
・
ア
ン
ト
ニ
ー

ズ
・
コ
レ
ッ
ジ
所
属
・
日
産
奨
学
生
一

同
右
退
学

ウ
ガ
ン
ダ
国
マ
ケ
レ
レ
大
学
社
会
科
学
部
社
会
学
科

社
会
調
査
研
究
所
準
研
究
員

同
右
大
学
専
任
研
究
員

同
右
退
職

埼
玉
大
学
教
養
学
部
文
化
人
類
学
科
助
教
授

一
橋
大
学
社
会
学
部
講
師
併
任

一
橋
大
学
社
会
学
部
助
教
授
併
任

一
橋
大
学
社
会
学
部
助
教
授

埼
玉
大
学
教
養
学
部
助
教
授
・
東
京
都
立
大
学
講

師
・
東
京
大
学
教
養
学
部
講
師
併
任
・
東
京
外
国
語

大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
共
同
研

究
員

東
京
大
学
文
学
部
講
師
併
任

国
立
民
族
学
博
物
館
第
三
研
究
部
助
教
授
併
任

筑
波
大
学
講
師
併
任

一
橋
大
学
社
会
学
部
教
授

　
　
　
　
一
一
月

一
九
八
一
年
四
月

一
九
八
三
年
四
月

九
八
九
年
四
月

一
九
九
〇
年
九
月

一
九
九
一
年
二
月

一
九
九
四
年
四
月

一
九
九
六
年
四
月

二
〇
〇
〇
年
三
月

　
　
　
　
　
四
月

国
立
民
族
学
博
物
館
第
三
研
究
部
教
授
併
任

お
茶
の
水
女
子
大
学
家
政
学
部
講
師
併
任

大
阪
大
学
人
問
科
学
部
講
師
併
任

東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研

究
所
專
門
委
員
会
委
員

一
橋
大
学
評
議
員
・
国
立
民
族
学
博
物
館
共
同
研
究

員国
立
民
族
学
博
物
館
運
営
協
議
員

東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研

究
所
運
営
委
員
会
委
員

成
城
大
学
法
学
部
講
師
併
任

一
橋
大
学
社
会
学
部
長
・
一
橋
大
学
評
議
員

一
橋
大
学
定
年
退
職

一
橋
大
学
名
誉
教
授

中
部
大
学
国
際
関
係
学
部
国
際
文
化
学
科
教
授
・
同

学
部
長

一
九
五
九
年
三
月

東
京
大
学
文
化
人
類
学
研
究
室
・
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大

学
燕
京
研
究
所
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
奈
良
県
天
理

市
二
階
堂
村
共
同
調
査
「
戦
後
日
本
農
村
の
社
会
変

化
」
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橋論叢　第127巻　第2号　平成14年（2002年）2月号　（ユ14〕

　
　
　
　
八
月
－
九
月
　
石
川
県
七
尾
市
庵
村
（
定
置
網
漁
村
）
個
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
査

一
九
六
〇
年
四
月
－
六
月
　
東
京
大
学
・
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
共
同
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
一
、
岩
手
県
岩
泉
町
共
同
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
査
「
日
本
文
化
の
地
域
性
」

　
　
　
　
八
月
　
同
右
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ニ
　
三
重
県
答
志
島
共
同
調
査

一
九
六
一
年
八
月
－
九
月
　
同
右
プ
ロ
ジ
ェ
ク
上
二
　
中
国
地
方
三
十
ヶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
聞
き
取
り
単
独
調
査

一
九
六
二
年
八
月
　
東
京
大
学
文
化
人
類
学
研
究
室
実
習
調
査
一
　
島
根

　
　
　
　
　
　
　
県
出
雲
地
方

一
九
六
三
年
八
月
　
同
右
実
習
調
査
二
　
東
京
都
西
多
摩
郡
桧
原
村

一
九
六
四
年
十
月
　
同
右
実
習
調
査
三
　
和
歌
山
県
十
津
川
村

一
九
六
八
年
九
月
　
ウ
ガ
ン
ダ
国
マ
ケ
レ
レ
大
学
社
会
調
査
研
究
所
研
究

　
　
　
　
　
　
　
員
と
し
て
テ
ソ
民
族
調
査

－
七
十
年
八
月

一
九
七
四
年
八
月
－
九
月
　
沖
縄
海
洋
博
覧
会
準
備
（
メ
ラ
ネ
ジ
ア
・
マ

　
　
　
　
　
　
　
イ
ク
ロ
ネ
ジ
ア
）

一
九
七
七
年
六
月
　
文
部
省
科
学
研
究
助
成
に
よ
る
海
外
学
術
調
査
・

　
　
　
　
　
　
　
「
東
ア
フ
リ
カ
環
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
湖

－
七
八
年
二
月
　
地
域
の
エ
ス
ノ
ヒ
ス
ト
リ
ー
手
法
に
よ
る
総
合
社
会

　
　
　
　
　
　
　
調
査
」
一
ケ
ニ
ア
・
タ
ン
ザ
ニ
ア
・
連
合
王
国
・
ア

　
　
　
　
　
　
　
メ
リ
カ
合
衆
国
）

一
九
七
九
年
八
月
　
文
部
省
科
学
研
究
助
成
に
よ
る
海
外
学
術
調
査
・
西

　
　
　
　
　
　
　
ケ
ニ
ア
に
お
け
る
民
族
学
的
調
査

－
八
O
年
一
月
　
資
料
収
集
一
ケ
ニ
ア
・
連
合
王
国
）

一
九
八
一
年
七
月
－
一
一
月
　
文
部
省
科
学
研
究
助
成
に
よ
る
海
外
学
術

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
査
・
「
環
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
湖
地
域
の
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ノ
ヒ
ス
ト
リ
ー
手
法
に
よ
る
総
合
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
査
」
（
ケ
ニ
ア
）

一
九
八
三
年
八
月
　
国
際
人
類
学
・
民
族
学
会
議
出
席
の
た
め
海
外
研
修

　
　
　
　
　
　
　
旅
行
（
カ
ナ
ダ
）

　
　
　
　
十
月
文
部
省
科
学
研
究
助
成
に
よ
る
海
外
学
術
調
査
・

　
　
　
　
　
　
　
「
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
パ
ゴ
ア
フ
リ
カ
系
住
民
の
社

－
八
四
年
二
月
会
構
造
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
諸
形
態
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
て
」
｛
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
・
バ
ル
バ
ド
ス
．

　
　
　
　
　
　
　
ジ
ャ
マ
イ
カ
・
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
）

　
　
　
　
　
九
月
　
国
際
ア
フ
リ
カ
研
究
所
主
催
「
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
結
婚
の
変
化
」
セ
ミ
ナ
ー
出
席
の
た
め
海
外
研
修
旅

　
　
　
　
　
　
　
行
（
ケ
ニ
ア
一

一
九
八
五
年
七
月
－
十
月
　
文
部
省
科
学
研
究
助
成
に
よ
る
海
外
学
術
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
査
・
「
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
と
セ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
・
ヴ
イ
ン
セ
ン
ト
の
ア
フ
リ
カ
系
住
民
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
構
造
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
諸
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
態
」
（
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
■
セ
ン
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（115）　一橋大学名誉教授長島信弘年譜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
・
ヴ
イ
ン
セ
ン
ト
・
バ
ル
バ
ド
ス
）

一
九
八
六
年
三
月
　
文
部
省
在
外
研
究
長
期
に
よ
る
東
ア
フ
リ
カ
民
族
誌

　
　
　
　
　
　
　
研
究
の
た
め
出
張

－
八
七
年
一
月
　
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
オ
i
ス
ト
リ
ア
・
ド
イ
ツ
連
邦
共

　
　
　
　
　
　
　
和
国
・
ケ
ニ
ア
・
ウ
ガ
ン
ダ
）

　
八
月
－
九
月
　
西
ケ
ニ
ア
諸
民
族
の
社
会
変
化
に
関
す
る
比
較
研
究

　
　
　
　
　
　
　
の
た
め
出
張
＾
ケ
ニ
ア
）

一
九
八
八
年
九
月
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
日
本
研
究
学
会
出
席
及
び
東
ア
フ
リ
カ

　
　
　
　
　
　
　
民
族
誌
資
料
収
集
の
た
め
出
張
一
運
合
王
国
・
フ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
ン
ス
一

一
九
八
九
年
六
月
－
八
月
　
日
本
学
術
振
興
会
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
セ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ー
派
遺
研
究
員
と
し
て
海
外
学
術
調
査
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
西
ケ
ニ
ア
比
較
民
族
誌
研
究
」
一
ケ
ニ
ア
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
運
合
王
国
）

一
九
九
八
年
九
月

国
際
協
力
事
業
団
支
援
に
よ
る
海
外
学
術
予
備
調

査
・
マ
ケ
レ
レ
大
学
社
会
学
・
社
会
人
類
学
科
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
ウ
ガ
ン
ダ
農
村
地
域
に
お
け
る
貧
困
撲

減
戦
略
の
構
築
」
一
ウ
ガ
ン
ダ
一

一
九
九
九
年
一
月
⊥
二
月

　
　
　
　
八
月
－
九
月

二
〇
〇
〇
年
八
月
－
九
月

二
〇
〇
一
年
八
月
－
九
月

同
右
第
一
回
調
査

ワ
（
ウ
ガ
ン
ダ
一

同
右
第
二
回
調
査

（
ウ
ガ
ン
ダ
一

同
右
第
三
回
調
査

ザ
一
ウ
ガ
ン
ダ
）

同
右
第
四
回
調
査

ダ
）

カ
タ
ク
ウ
ィ
県
ア
チ
ョ

ム
ピ
ジ
県
チ
ェ
ゴ
ン
ザ

ア
チ
ョ
ワ
・
チ
ェ
ゴ
ン

　
ア
チ
ョ
ワ
（
ウ
ガ
ン
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